
あけましておめでとうございます！　
今年は総選挙の年！　国民が選ぶ政治は私たちの未来を大きく左右します！
政権を変えて、国民の暮らし守る“やさしい政治”へ、力を合わせましょう！
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視点１　『すべての世代が暮らしやすいま
ちづくり』

　具体策との結びつきがわかりません。「若
者・子育て世代の定住促進」が挙げられてい
ますが、これは従来、建物の高さ規制を緩和
してオフィスの誘致を、と言っていたもの。「産
業用地・空間の創出」は国有地の活用や、開
発を示すものと思われます。また文化で稼ぐ、
という「文化と経済の融合」政策などが挙げ
られていますが、コロナ禍にあって、いま真っ
先に示すべき施策は、市民の暮らしや中小企
業を守る施策ではないでしょうか？
視点２　『真に必要な施策を持続可能な

ものへ事業見直し』
　一方、市民のいのちと暮らしを守る施策に
ついては、「少子高齢化により、将来世代の負
担が過大に……世代間のバランス、受益と負
担のバランスを図る観点で点検のうえ、見直
す」とあります。その主な項目として真っ先に
挙げられたのが「敬老乗車証制度」です。世
代間の分断を招くとして高齢者福祉を削減す
るのは間違っています！　若い人もいずれ高齢
者になるのですから。若者にも高齢者にも安

　　─いのち、くらし、平和が大事！─
日本共産党京都市議会員

活動ニュース

心できる暮らしを保障する必要があります。
視点３　『投資事業の選択と集中』
　令和３年から５年の間、不要不急の工事の
予算計上を見送るというものです。学校統廃
合や市立芸大の移転は除外されており、その
まますすめるのは問題です。
視点４　『公共施設の適正管理・受益者

負担の適正化』
　市営住宅の戸数の削減や家賃減免などの見
直し、また施設使用料の受益者負担増も示唆
しています。
視点５　『組織・人員体制・人件費の適正

化』
　さらなる委託化、民営化をすすめ、職員削
減や、給与の削減を示唆しています。
　……このような行財政の改革内容で、京都
市は市民の暮らし守ってコロナ禍を乗り越え
られるでしょうか？　京都市の歳出は削減で
きたとしても、市民の暮らしに追い打ちをか
け、困窮・困惑する市民を増やすことになりは
しないか？　緊急事態にあって市民の暮らし
を底から守っていく姿勢こそ示すべきではない
でしょうか！！

──12月28日市長発表──
『京都市の今後の行財政改革の視点及び主な改革事項』の方向性について

行財政改革の中間報告として総務消防委員会でおこなうことが約束されていたは
ずなのに取り止めとなり、その代わり仕事納めの日に市長の記者会見というかた
ちで方向性が示されたものです（←議会軽視です )

★年末の消防団激励、
新年のご挨拶を自粛し
ました★

昨年末の京都府内14
病院長の緊急声明

や、コロナ感染者の増加
を受けて、年末年始のご
挨拶は自粛をさせていただ
きました。コロナ感染の状
況や影響を見極めて、あら
ためてご挨拶させていただ
きたいと思います。よろし
くお願いい
たします。

仕事納めの28日朝、府庁前で、年
金者組合など「敬老乗車証守ろ

う連絡会」の皆さんや、市職労、日本
共産党市議団も集まって緊急宣伝がお
こなわれました！　山科からも 4人が
参加しました。新聞報道された改悪方
針（対象年齢を70 歳から75歳へ、負
担金２倍弱案）を、京都市当局は認め
てはいませんが、否定もせず。２月議会
で提案される可能性が大きくなっていま
す。これまで 5万筆近く積み上げてき
た署名を2月4日の京都市への署名提
出行動までにさらに大きく集めていきた
いと思います。1月、山科でもがんばり
ましょう！

敬老乗車証守ろう！
庁舎前緊急宣伝（１２・２８）


